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で，そのごく初歩的なものが第 2章で述べられている．二つ目は，
Chomsky （1975, 1976）や May （1977）などによって論じられた統語論

の論理形式（Logical Form）の研究にとって必要不可欠な論理的概念，例

えば，数量詞と束縛変項などに関するもので，その基本的なものが第 3

章で解説されている．三つ目は，文の情報構造に関するもので，とりわ

け，Chomsky （1970）や Jackendoff （1972）によって議論された文の焦

点と前提に関するものが第 4章で述べられている．そして，四つ目は，
Kuno and Kaburaki （1977）によって導入された，話者の視点もしくはカ

メラアングルを表す「エンパシー」に関するもので，第 5章で簡単に述べ

られている．

本書は，平成 24年度と平成 25年度の 2年間，東北学院大学で担当し

た「意味論」と平成 28年度秋田大学で担当した集中講義のノートが基に

なっている．本書を完成させるにあたって，受講生からの質問や講義に対

する反応など，いろいろと参考にさせてもらった．このような機会を与え

て頂いたことに対して，関係諸氏に深く感謝申し上げたい．

最後に，開拓社の川田賢氏に本書の趣旨に賛同して頂き，出版にこぎつ

けることができた．深く感謝申し上げる．

2017年　芒種

阿部　潤
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